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                                令和３年９月２１日 

県立文書館 

埼玉 150周年記念企画展「埼玉の黎明－渋沢栄一が目指した社会－」 

を開催します 

                      （同時発表： さいたま市政記者クラブ） 

 埼玉県は、明治 4年（1871）11月 14日に誕生して、令和 3 年（2021）に 150

周年を迎えます。埼玉誕生 150 周年を記念して「埼玉の黎明」展を開催いたし

ます。 

 今回の企画展では、埼玉県の成り立ちや、明治・大正期の県政などについて、

文書館収蔵の国指定重要文化財「埼玉県行政文書」を含む公文書、古文書、地

図資料からたどります。また、近代埼玉の歴史は、日本資本主義の父とも言わ

れている渋沢栄一が活躍した時代と同じ時期でもあります。渋沢栄一と渋沢に

ゆかりのある資料の紹介を通して、渋沢が目指した社会を浮き彫りにします。

１ 企画展の概要 

（１）会  期 令和３年９月２８日（火曜日）から１１月２８日（日曜日） 

        まで 

          ※資料保存のため、期間中一部展示替えがあります。 

（２）会  場 県立文書館 １階 展示室 

（３）開 室 日 火曜日から日曜日まで 

       ※ただし、月曜日・祝日及び月末館内整理日９月３０日（木曜日）、 

        特別整理期間１０月１２日（火曜日）～１０月２１日（木曜日） 

        は休館 

（４）開室時間 ９時から１７時まで 

       ※開室時間中に正面玄関から入館してください。 

       ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、検温、手指の消毒、 

        観覧者カードの提出などに御協力ください。 

（５）観 覧 料 無料 

（６）アクセス ＪＲ浦和駅西口下車徒歩１５分、ＪＲ中浦和駅下車徒歩１８分 

        ※駐車台数に限りがあるため、公共交通機関を御利用ください。 

※詳細は文書館ウェブサイト

 
教育局 文書館 

古文書担当 大橋 
直通 048-865-0112 

E-mail: p6501121@pref.saitama.lg.jp 
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（https://monjo.spec.ed.jp/page_20210917001623）を御覧ください。 

 

 ２ 展示構成と見どころ 

  プロローグ 

    戊辰戦争風刺錦絵や五榜の掲示（五倫の高札）、明治改元の廻状などにより、

幕末維新期の社会の変化について紹介します。 

  Ⅰ 埼玉県の成り立ち 

    明治初年には、現在の埼玉県域には諸藩県が入り混じっていました。明治４

年（１８７１）の廃藩置県以後、県の統廃合や県境の変更などを経て、明治９

年（１８７６）にほぼ現在の埼玉県域となりました。行政文書や地図、諸藩県

の印から埼玉県の変遷をたどります。また、明治以降の武士の状況について紹

介します。 

  Ⅱ 明治・大正期の埼玉県政と地方制度 

    明治初期の県令は、明治維新の功労者など県外出身の士族が多く任命されま

したが、県庁組織の整備や教育や産業に力を注ぎました。県令と県庁、地方制

度の整備、県内の産業について紹介します。 

  Ⅲ 渋沢栄一が目指した社会 

    渋沢栄一は、地元深谷で藍玉取引などの商売を手伝いながら、従兄の尾高惇

忠から学問を学びました。幕末には一橋家家臣として活躍し、明治以降は実業

家として多数の銀行や会社設立に関わりました。渋沢の事績について、日本煉

瓦製造株式会社文書や当館収蔵の古文書等より紹介し、栄一が目指した社会を

浮き彫りにします。 

 エピローグ 

 

３ 展示点数 

  約１１０点 

  

 


